
2026.7.21（本審査）

【本審査】

番号 議題
R08-021

　

説明者
研究概要

　

判定結果 承認

番号 議題
R08-022

　

説明者
研究概要

　

判定結果 承認

番号 議題
R08-036

　

説明者
研究概要

　

判定結果 条件付承認

3次濾胞形成に注目したIgG4関連疾患の機序解明

IgG4関連疾患合併癌における腫瘍周囲微小環境の解明

臨床検査科　部長　黒瀬　望

　IgG4-RDと悪性腫瘍の直接的な関係やIgG4-RD合併の有無による癌周囲の微小環境
の差異に関して未だ不明である。本研究において、IgG4-RD合併癌の病因病態が解明
されることによりIgG4-RD合併癌の新たな予防法、治療戦略への展開を目指す。

　A病棟に入院する脳神経外科手術をする患者を対象に、多因子看護介入プログラム
を導入した後に術後せん妄を生じた患者・生じなった患者のそれぞれのデータを比
較し、発症の予防・早期発見の有用性、どう関わるべきかを明らかにし、効果的な
看護につなげることを目的とする。

臨床検査科　部長　黒瀬　望

　異所性リンパ組織（TLS）形成には多様な免疫細胞、線維芽細胞、血管新生、線維
構造、サイトカインが関わると想定さるが、詳細な組織学的検討は検証されておら
ず、IgG4-RDでの病態においては未だ不明なてんが多い。また、IgG4-RDは多臓器で
発生し、臓器ごとの臨床像組織像の差異も報告されているが、その意義や原因につ
いて不明な点が多く、その差異とTLS形成との関係も不明である。本研究において、
IgG4-RDの病因病態が解明されることにより、IgG4-RDにおけるTLS形成を標的とした
新たな治療先客への展開を目指す。

術後せん妄の発症予防と効果的な看護

中３病棟　看護師　畠山　紗哉加



2026.7.21

【迅速審査】

番号 議題
R08-023

　

説明者
研究概要

　

判定結果 承認

番号 議題
R08-024

　

説明者
研究概要

　

判定結果 承認

番号 議題
R08-030

　

説明者
研究概要

　

判定結果 承認

心血管系病変における間質細胞/線維芽細胞の多様性と線維化進行の関係性の解明

CK-MB蛋白定量測定試薬の基礎的検討

臨床検査科　副臨床検査技師長　野村　ひろみ

　研究期間の延長、症例数の追加にかかる変更申請。

臨床検査科　部長　黒瀬　望

　多機関共同研究で、試験期間と担当者変更にかかる申請。

A病棟で不穏時薬を使用する際の看護師判断の現状把握

東３病棟　看護師　伊丹　愛実

　不穏時薬を使用する際の看護師のアセスメントに関する研究はされているが、身
体合併を有する精神科病棟における研究結果は少ない。不穏時薬を使用する際の看
護師の判断における迷いを軽減し、いっかんした看護の提供につなげるため、看護
師判断の現状把握を明らかにする。



2026.7.21

番号 議題
R08-031

　

説明者
研究概要

　

判定結果 承認

番号 議題
R08-032

　

説明者
研究概要

　

判定結果 承認

番号 議題
R08-033

　

説明者
研究概要

　

判定結果 承認

大腿骨近位部骨折診療における早期手術体制変革時の部門別フィードバックの効果
-院内多職種協働体制の構築をめざして-

外来看護師における流動的な人員配置が困難な要因
～効率的かつ看護の質を維持した外来看護の運営に向けて～

看護部　看護師　鍬田　穂菜美

　外来業務には各診療科特有の複雑な業務があり、技術研修での技術習得だけでは
流動的な人員配置や業務調整が困難である。技術習得以外での自立した外来業務を
行うことが困難な要因を明らかにすることで、今後の効率的な外来運営に繋げるこ
とを目的とすす。

整形外科　看護師　栗原　里紗

　大腿骨近位部骨折診療における早期手術体制変革時に外来看護師・FLSコーディ
ネーターが実施する部門別フィードバックが多職種の負担感、自部署の役割認識、
多職種間の共通認識に与える影響、受傷から早期手術、早期離床、早期退院に至る
回復プロセス指標を月次で可視化し、OLS委員会および部門別にフィードバック資
料を通じて継続的に共有することにより、院内多職種協働体制構築に向けた介入の
有用性を検討する。

医療関連機器圧迫創傷（MDRPU）予防に関する勉強会が看護師の認識および行動に
与える影響

南２病棟　看護師　上出　梨乃

　A病棟看護師を対象にMDRPU余郷教育を実施し、教育介入前後におけるMDRPUに対
する認識および予防行動の変化を明らかにすることで、患者に対して統一した対応
を行うことができることを目的とする。



2026.7.21

番号 議題
R08-034

　

説明者
研究概要

　

判定結果 承認

番号 議題
R08-035

　

説明者
研究概要

　

判定結果 承認

ACP支援ツールを用いた急性期混合病棟におけるがん患者とのコミュニケーション
困難感の変化

職員検診における骨粗鬆症検診に対する関心度とその背景因子の実態調査　-A病院
の40歳以上の女性職員を対象としたアンケート調査から-

南２病棟　看護師　矢野　愛弓

　40歳以上の女性職員を対象に、職員検診における骨密度測定の受診・非受診に関
する理由や対象者の特徴を明らかにすることで、将来的な受診行動を促すための効
果的なアプローチ方法を検討する。

南４病棟　看護師　村上　真菜

　ACP支援ツールを使用することで、がん看護におけるコミュニケーションに抱く
困難感を軽減し、看護師が患者の思いをより円滑に理解できるよう支援できると考
え、支援ツールの使用前後における看護師のコミュニケーションおよび困難感の変
化をを検討する。



2026.7（簡易審査）

【簡易審査】
番号 議題
R08-027

　

説明者
研究概要

　

判定結果 承認

番号 議題
R08-028

　

説明者
研究概要

　

判定結果 承認

番号 議題
R08-029

　

説明者
研究概要

　

判定結果 承認

　脳神経外科を主科とした脳卒中で新規入院された患者を対象に、特定看護師が耐
糖能評価に関するスクリーニングを行い、耐糖能異常リスク患者の早期把握におけ
る有用性を検討する。

Midlineカテーテル関連血流感染に対する皮膚泡洗浄の有効性

診療部　診療看護師　加藤　美奈子

　A病院において、2025年8月から2026年5月の期間にMidlineカテーテル留置をした
患者を対象とし、2025年12月より開始した泡洗浄の前後で、カテ感染の発生率とそ
の要因分析を行う。

プロトンポンプ阻害薬／カリウムイオン競合型アシッドブロッカーに関する院内
フォーミュラリーおよび薬剤師による処方提案が処方動向と薬剤費に及ぼす影響に
関する後方視的観察研究

薬剤部　医薬品情報管理主任　中出　恵里奈

　効果が似ている一方で価格に差があるＰＰＩとＰ－ＣＡＢにかかる院内フォー
ミュラリーの改訂および薬剤師による商法提案運用が、処方動向ならびに薬剤費に
及ぼす影響を明らかにする。

特定看護師による、脳卒中新規入院患者を対象とした耐糖能スクリーニングの有用
性

ICU　看護師　古川　風乃


